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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
新年度入りにともなう資金流入期待や、米国株式市場が上昇した流れを受け、
週初は４営業日ぶりに上昇しました。その後は、米金融当局のハト派（金融
緩和推進派）で知られる理事のタカ派（金融引き締め推進派）的な発言を受
け米国株式が下落すると、国内市場でも投資家のリスク回避の売りが進みま
した。6、7日の2日間の下げ幅が900円近くであったことから、週末は自律
反発狙いの買いが入ったものの、上値では利益確定売りも出やすく、小幅な
上昇にとどまりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で横ばいとなりました。
金利上昇がやや一服し先週まで売りが先行していたグロース（成長）株を中
心に買い戻しが入り、週初は上昇しました。その後、FRBのブレイナード理事
のタカ派的な発言を受けて米長期金利が大幅上昇すると、割高感が意識されや
すいグロース株主導で下落したものの、週末にかけて、これまで売られていた
ハイテク株の買戻しが進んだことや、業績に左右されにくいディフェンシブ銘
柄が買われたことから、週間では横ばいとなりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
日銀が買い入れオペ（公開市場操作）で金利上昇を抑える一方、FRB高官が保
有資産の縮小を5月にも開始するとの見通しを示したことで、米長期金利が大
幅上昇すると、国内金利も大幅上昇する場面もあり、週間では国内金利はほぼ
横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
FRBのブレイナード理事が金融引き締めに前向きな発言をしたことにより、
米長期金利が上昇し、日米の金利差拡大を意識した円売り・ドル買いが進み
ました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の国内株式市場は、米国の早期金融引き締めが意識され、日米両市場とも
に下落しました。
6日（水）にFRBが公表した3月の米連邦公開市場委員会（FOMC）の議事要
旨で、保有資産の縮小が早ければ5月から開始されることで合意したことが明
らかとなりました。前日5日（火）の講演で、FRBのブレイナード理事が『かな
り急速な縮小を想定している』と述べていたこともあり、議事要旨はよりタカ
派的な内容と受け止められ、株式市場では投資家のリスク回避姿勢が強まりま
した。米国の原油戦略備蓄の放出表明に続き、国際エネルギー機関（IEA）加
盟国が合計1億2,000万バレルの備蓄を放出する見通しとなったことから、原油
価格（WTI原油先物）は1バレル＝100ドルを下回り、足元では95～97ドル台
で推移しています。
今週より国内外の主要企業の決算が本格化するため、株式市場では好業績への
個別銘柄の物色姿勢が強まりそうです。一方、12日（火）に公表される3月の
米消費者物価指数が市場予想を上回る大幅な伸びとなった場合は、FRBの金融
引き締め加速がより意識され、投資家のリスク回避姿勢の強まりから株式市場
は下落する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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